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茨城キリスト教学園は

キリスト教の精神に基き、

謙虚に真理を追求し、

公正を尊び、真の隣人愛をもって

人と社会に進んで奉仕し

人類の福祉と世界の平和に貢献する

人間の育成を目的とする

我らが学園の教育理念

つ
な
が
り
続
け
る
大
学
を
目
指
し
て

〜
こ
の
一
年
の
歩
み
〜

学
長　

東
海
林

　宏

　司

　
二
〇
二
五
年
夏
現
在
の

本
学
の
様
子
を
お
知
ら
せ

す
る
に
あ
た
っ
て
、
昨
年

掲
げ
た
目
標
を
振
り
返
り
、

現
状
そ
の
達
成
状
況
が
ど

の
よ
う
で
あ
る
か
を
ご
報

告
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
第
一
に
掲
げ
た
目
標
は
、
大
学
内
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
や
、
大
学
と
学
園
内
中
学
・
高
校
・
こ
ど
も
園
と
の
関

係
を
再
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
ほ

ぼ
終
息
し
、
業
務
以
外
で
も
教
職
員
の
交
流
の
機
会
は
増

え
ま
し
た
。
ゼ
ミ
の
懇
親
会
な
ど
、
学
生
と
教
職
員
が
交

流
す
る
機
会
も
続
々
と
復
活
し
て
い
ま
す
。
高
校
の
探
究

活
動
に
大
学
が
協
力
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
海

外
か
ら
の
交
換
留
学
生
が
こ
ど
も
園
に
出
か
け
て
い
き
、

園
児
と
異
文
化
交
流
す
る
機
会
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
地

域
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、【
せ
か
い
を
知
ろ

う
】と
い
う
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
結
実
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
単
発
で
は
な
く
定
期
的
に
実
施
さ
れ
、
園
児
も
楽

し
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
「
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
ト
ラ
イ
ア
ル
」
と
称
し
て
試
験
的
に
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
呼
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で
長
蛇
の
列

が
で
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
評
価
も
高
か
っ
た
こ
と
を
受

け
、
今
年
度
か
ら
は
週
二
回
、
二
台
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

キ
ャ
ン
パ
ス
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
大
学
・
学
園
が
「
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
で
あ
り

続
け
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
二
の
目
標
は
、「
つ
な
が
る
大
学
」
と
い
う
本
学
の
強

み
を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
り
、
研
究
・
教
育
・
社
会
貢
献

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
域
社
会
の
中
で
の
本
学
の
存
在

感
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
食
物
健
康
科
学
科
の
学

生
を
中
心
と
し
た
「
ア
イ
デ
ィ
ア
・
メ
ニ
ュ
ー
開
発
ク
ラ

ブ
」
は
、
以
前
か
ら
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
度
に
は
、

同
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
食
物
健
康
科
学
科
有

志
が
地
域
の
水
産
会
社（
飛
勘
水
産
様
）と
の
コ
ラ
ボ
に
よ

り
、
日
立
の
鯖
を
使
っ
た
「
鯖
そ
ぼ
ろ
バ
ー
ガ
ー
」
を
開

発
。
売
り
出
せ
ば
即
売
り
切
れ
と
い
う
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
学
園
生
協
と
も
コ
ラ
ボ
し
、
学
食
メ

ニ
ュ
ー
も
開
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
新
メ
ニ
ュ
ー
も
楽

し
み
で
す
。
本
学
は
三
月
に
隣
接
自
治
体
で
あ
る
東
海
村

と
も
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
学
生
が
地
域
か
ら
得
る

学
び
は
大
き
く
、
そ
の
機
会
が
増
え
た
の
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
今
後
も
本
学
は
、
学
生
・
教
職
員
に
よ
る
地
域

貢
献
を
ま
す
ま
す
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
三
の
目
標
は
、
Ｄ
Ｘ（digital transform

ation

）で
し

た
。
学
生
に
対
し
て
の
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ（Bring Your O

w
n D
evice

）

方
針
は
強
ま
り
、
教
材
の
ペ
ー
パ
レ
ス
化
は
進
展
し
て
い

ま
す
。
教
職
員
の
会
議
等
に
お
け
る
ペ
ー
パ
レ
ス
も
ほ
ぼ

定
着
し
ま
し
た
。
ペ
ー
パ
レ
ス
に
は
印
刷
時
間
の
削
減
だ

け
で
な
く
、
資
源
の
節
約
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
次
な
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
実
現
す
べ
く
、
事
務
組

織
と
し
て
「
Ｄ
Ｘ
推
進
室
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
理
事
会

で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
・
研
究
・
学

生
指
導
・
業
務
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
も
う
一
段
階

推
進
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
に

よ
り
省
力
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
省
力
化
す
る

こ
と
が
、
教
職
員
が
学
生
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
え
る
時

間
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
第
四
の
目
標
は
、
本
学
の
国
際
交
流
を
新
た
な
る
角
度

か
ら
見
直
し
、
イ
ン
ド
の
大
学
と
の
交
流
も
検
討
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
昨
年
度
は
イ
ン
ド
の
情
報
収
集

に
着
手
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
目
標
は
進
展
し

て
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
既
存
の
海
外
大
学
と
の
交
流

は
活
性
化
し
て
お
り
、
今
年
度
も
多
数
の
交
換
留
学
生
や

短
期
留
学
生
を
迎
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
オ
ク
ラ
ホ
マ

・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
と
の
交
流
五
十
周
年
を
迎
え
、
記

念
行
事
を
本
学
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
ベ
ト
ナ

ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
大
学
の
創
立
三
十
周

年
記
念
行
事
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
て
、
提
携
大
学
と
の
交
流
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
二
年
後
の
二
〇
二
七
年
に
は
、
学
園
は
八
十
周
年
、
大

学
は
六
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
学
園
・
大
学
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
卒
業
生
の
皆
様
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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二
〇
二
五
年
三
月
に
卒
業
し
た
学
部
学
生
五
八
一
名

（
文
二
六
六
名
、
生
一
四
六
名
、
看
八
三
名
、
経
八
六

名
）の
就
職
状
況
は
、
左
記
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
二
〇
二
五
年
五
月
一
日
現
在
）

○
就
職
希
望
者
数
：
五
四
七
名

○
就
職
希
望
率
：
九
四
・
一
％

○
内
定
者
数
：
五
四
四
名

○
内
　
　

定
　

　
率
：
九
九
・
五
％

　
　
　
　
　
　
　
　（
就
職
者
数
／
就
職
希
望
者
数
）

○
就
　
　

職
　
　

率
：
九
三
・
六
％

　
　
　
　
　
　
　
　（
就
職
者
数
／
卒
業
者
数
）

○
未
内
定
者
数
：
三
名

○
未
内
定
率
：
〇
・
五
％

○
進
学
者
数
：
一
二
名

○
在
家
庭
者
数
：
二
二
名

　
二
〇
二
四
年
度
卒
業
生
の
就
職
先
を
産
業
分
類
別
に

見
て
み
る
と
、

【
大
学
全
体
】
ト
ッ
プ
５

①「
医
療
、
福
祉
」
二
九
・
二
八
％
　
②「
卸
売
業
、
小
売

業
」
一
五
・
八
四
％
　

③「
教
育
、
学
習
支
援
業
」
一
四
・

三
六
％
　

④「
情
報
通
信
業
」
八
・
四
七
％
　

⑤「
公
務
」

六
・
六
三
％

【
学
　

科
　

別
】
ト
ッ
プ
３

現
代
英
語
学
科
：
①「
卸
売
業
、
小
売
業
」
二
五
・
七
六

％
　

②「
教
育
、
学
習
支
援
業
」
十
三
・
六
四
％
　

③「
情

報
通
信
業
」
一
〇
・
六
一
％

児
童
教
育
学
科
・
児
童
教
育
専
攻
：
①「
教
育
、
学
習

支
援
業
」
八
五
・
〇
〇
％
　

②「
卸
売
業
、
小
売
業
」・「
医

療
、
福
祉
」
五
・
〇
〇
％

児
童
教
育
学
科
・
幼
児
保
育
専
攻
：
①「
医
療
、
福
祉
」

六
七
・
八
〇
％
　

②「
教
育
、
学
習
支
援
業
」
六
・
七
八
％

③「
卸
売
業
、小
売
業
」「
金
融
業
、
保
険
業
」
五・〇
八
％

文
化
交
流
学
科
：
①「
卸
売
業
、
小
売
業
」
二
二
・
二
二

％
　
②「
情
報
通
信
業
」
一
二
・
七
〇
％
　
③「
公
務
」
九
・

五
二
％

心
理
福
祉
学
科
：
①「
医
療
、
福
祉
」
三
一・
二
五
％
　

②

「
卸
売
業
、
小
売
業
」
二
五
・
〇
〇
％
　

③「
公
務
」
一
二
・

五
〇
％

食
物
健
康
科
学
科
：
①「
卸
売
業
、小
売
業
」
二
六
・
七

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長（
代
行
）
　小
泉
　美
智
子
　

六
％
　

②「
医
療
、
福
祉
」
二
一
・
一
三
％
　

③「
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
一
五
・
四
九
％

看
護
学
科
：
①「
医
療
、
福
祉
」
九
五
・
〇
〇
％
　

②「
公

務
」
三
・
七
五
％
　

③「
教
育
、
学
習
支
援
業
」
一・
二
五
％

経
営
学
科
：
①「
情
報
通
信
業
」
二
八
・四
〇
％
　

②「
卸

売
業
、
小
売
業
」
一
七
・
二
八
％
　

③「
金
融
業
、
保
険

業
」
一
六
・
〇
五
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
四
年
度
卒
業
生
の
就
職
内
定
率
は
九
九
・五
％

と
な
り
ま
し
た
。
公
務
員
試
験
で
は
、
公
務
員
試
験
対

策
室
と
の
密
な
連
携
と
手
厚
い
支
援
に
よ
り
、
四
五
名

の
現
役
合
格
者
を
輩
出
し
ま
し
た
。
教
員
採
用
試
験
で

は
、
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
充
実
し
た
指
導
の
も

と
、
九
三
名（
う
ち
現
役
合
格
者
六
二
名
）が
合
格
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
就
職
活
動
は
、「
早
期
化
」
と
「
長
期
化
」
が

顕
著
な
傾
向
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
企
業
の

人
材
獲
得
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
本
学
で
も
早
期

か
ら
多
く
の
学
生
が
内
定
を
得
て
お
り
、
二
〇
二
五
年

度
も
こ
の
傾
向
に
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
手
不
足

の
影
響
に
よ
り
、
優
秀
な
学
生
を
早
期
に
確
保
し
た
い

企
業
と
、
い
ち
早
く
内
定
を
得
て
安
心
し
た
い
学
生
と

の
双
方
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
就
職
活

動
の
「
早
期
化
」
と
「
長
期
化
」
に
さ
ら
な
る
拍
車
を

か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
学
に
限
ら
ず
、
現
在
の
大
学
に
は
多
様
な

背
景
を
持
つ
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
得
意
で
な
い
学
生
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

就
職
活
動
で
は
、
学
業
だ
け
で
な
く
対
人
ス
キ
ル
が
重

視
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
」
と
さ
れ
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
活
動
が
困

難
に
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

学
生
に
は
、
学
内
は
も
と
よ
り
外
部
機
関
と
も
連
携
し
、

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
後
も
学

生
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
を
主
体
的

に
描
き
、
納
得
の
い
く

進
路
を
選
択
で
き
る
よ

う
、
多
様
な
経
験
の
機

会
を
提
供
し
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
　

キャリア支援センター主催
「インターンシップ準備講座」の様子

　
昨
年
二
〇
二
四
年
は
、「
キ
ア
ラ
館
」
の
竣
工
五
十

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
そ
し
て
、
今

年
二
〇
二
五
年
は
、
実
は
大
学
八
号
館
の
裏
手
に
ひ

っ
そ
り
と
佇
む
「
モ
ア
ヘ
ッ
ド
記
念
館
」
に
そ
の
名

を
冠
す
る
宣
教
師
Ｂ・Ｄ・モ
ア
ヘ
ッ
ド
の
来
日
一
〇
〇

周
年
に
当
た
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
の
「
キ

ア
ラ
館
」
に
続
き
、
今
年（
二
〇
二
五
年
）は
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
「
モ
ア
ヘ
ッ
ド
記
念
館
」
に
光

を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、「
モ
ア
ヘ
ッ
ド
記
念
館
」
は
元
来
、
常

陸
太
田
市
に
建
て
ら
れ
た
宣
教
師
住
宅
で
、
最
初
に
、

〝
学
園
の
種
ま
き
人
〞
の
一
人
と
も
言
え
そ
う
な
Ｂ・

Ｄ・モ
ア
ヘ
ッ
ド
宣
教
師
家
族
が
、
続
い
て
学
園
に
深

い
関
わ
り
の
あ
る
ハ
リ
ー
＆
ロ
ー
ガ
ン
の
〝
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
〞
の
父
H・R・フ
ァ
ッ
ク
ス
Ｓｒ・

宣
教
師
家
族
が
、
そ
し
て
、
学
園
初
代
理
事
長
を
務

め
た
O・D・ビ
ク
ス
ラ
ー
宣
教
師
家
族
が
、
や
が
て
、

学
園
第
八
代
理
事
長
を
務
め
た
繁
國
良
八
伝
道
者
家

族
が
居
住
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
そ
の
建
物
は
学
園
に
移
築
さ
れ
、
初
代

短
期
大
学
学
長
、
学
園
第
二
代
総
長
を
務
め
た
ロ
ー

ガ
ン
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
先
生
家
族
が
住
ん
だ
後
、
短
期

大
学
の
家
政
科
〝
実
習
館
〞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
は
学
園
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
モ
ア
ヘ
ッ
ド
記
念
館
」
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
細
な
記
事
が
学
園
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
関
紙
『
カ

イ
ロ
ス
』
一
〇
号（
二
〜
三
頁
）に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
学
園
資
料
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
中
国
の
故
事
成
句
の
一
つ
に
「
飲
水
思
源
」

と
い
う
四
字
熟
語
が
あ
り
ま
す
。
読
ん
で
字
の
如
く
、

水
を
飲
ん
だ
な
ら
、
そ
の
源
で
あ
る
井
戸
を
掘
っ
て

く
れ
た
人
の
働
き
を
思
い
巡
ら
し
感
謝
せ
よ
、
と
の

意
味
だ
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
今
年
二
〇
二
五
年
は
、

そ
ん
な
「
モ
ア
ヘ
ッ
ド
記
念
館
」
を
眺
め
な
が
ら
、

「
飲
水
思
源
」
し
て
、
学
園
の
種
蒔
き
人
た
ち
や
創
立

者
た
ち
の
働
き
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　
な
お
、
ま
だ
、
詳
細
は
未
定
で
す
が
、
本
年
十
一

月
頃（
お
お
よ
そ
学
園
祭
〜
創
立
記
念
日
辺
り
）に
、

学
園
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
と
学
園
資
料
セ
ン
タ
ー

が
共
催
で
、「
モ
ア
ヘ
ッ
ド
記
念
館
」
に
関
す
る
歴
史

資
料
展
示
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

関
し
て
は
学
園
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
長

　野
口
良
哉
　

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
便
り

　モ
ア
ヘ
ッ
ド
記
念
館
を

ご
存
知
で
す
か
？
　

　〜
学
園
創
立
の
飲
水
思
源
に
向
け
て
〜

二
〇
二
四
年
度
卒
業
生

（
二
〇
二
五
年
三
月
卒
）の

就
職
状
況
報
告

モアヘッド記念館B.D.モアヘッド宣教師

　
大
学
一
号
館
五
階
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。
ご
利
用
の
方
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

地
域・国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
便
り
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学
校
法
人
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
の
二
〇
二
四
年

度
決
算
は
、
二
〇
二
五
年
五
月
三
十
日
の
理
事
会
・

評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
四

年
度
決
算
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
法
人
の
会
計
は
、
公
共
性
の
高
い
教
育
研
究

活
動
を
行
う
非
営
利
の
学
校
法
人
が
、
永
続
的
に
活

動
し
て
い
く
た
め
、
在
学
生
や
保
護
者
な
ど
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
、
収
支
の
均
衡
状
態
や
財
政
状

態
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
学
校
法

人
会
計
基
準
」
に
基
づ
き
処
理
し
、
公
表
し
て
い
ま

す
。

　
当
該
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
全
て
の
収
入
・

支
出
の
内
容
並
び
に
支
払
資
金
の
て
ん
末
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

　
資
金
収
入
は
六
六
億
二
八
九
七
万
一
千
円
、
資
金

支
出
は
六
七
億
一
九
六
三
万
二
千
円
と
な
り
、
翌
年

度
繰
越
支
払
資
金（
現
預
金
）は
三
一
億
七
八
〇
九
万

三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
金
収
支
計
算
書
を
、「
教
育
活
動
」「
施
設
整
備
等

活
動
」「
そ
の
他
の
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
区
分
に
分

け
、
区
分
ご
と
の
収
支
差
額
を
出
す
こ
と
で
、
ど
の

活
動
で
資
金
を
獲
得
し
、
ど
の
活
動
に
資
金
を
使
用

し
た
か
、
学
校
の
資
金
体
質
が
分
か
る
も
の
で
す
。

教
育
活
動
で

は
、
六
億
六

六
一
一
万
一

千
円
の
資
金

を
得
ま
し
た
。

施
設
整
備
等

活
動
で
は
、

学
園
中
期
経

営
計
画
に
基

づ
く
施
設
整

備
を
進
め
た

結
果
、
七
億

五
四
二
七
万

九
千
円
の
支

出
超
過
と
な

り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

大
学
十
一
号

館
空
調
機
更
新
工
事
や
中
学
校
高
等
学
校
六
号
館
空

調
機
Ｇ
Ｈ
Ｐ
更
新
工
事
な
ど
建
物
合
計
で
一
億
四
一

九
万
六
千
円
、
高
等
学
校
中
庭
整
備
工
事
な
ど
構
築

物
合
計
で
一
三
二
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
活
動
で
は
、
借
入
金
の
計
画
的
な
返
済
、
税
金
等

預
り
金
な
ど
の
収
入
や
支
出
に
よ
り
、
二
四
九
万
三

千
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
に
入
っ
て
き
た
事
業
活
動
収
入
が
、
事
業
活

動
支
出
と
い
う
形
で
学
生
に
ど
れ
だ
け
還
元
で
き
て

い
る
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
〇
二
四
年
度

の
事
業
活
動
収
入
は
五
〇
億
九
〇
四
八
万
七
千
円
、

事
業
活
動
支
出
は
五
〇
億
二
四
四
五
万
九
千
円
で
し

た
。
よ
っ
て
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額（
い

わ
ゆ
る
黒
字
幅
）は
六
六
〇
二
万
八
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
年
度
末
に
お
け
る
学
校
法
人
の
財
政
状
態
を
示
し

て
い
ま
す
。
二
〇
二
四
年
度
末
時
点
の
固
定
資
産
は

対
前
年
一
億
三
一
八
〇
万
九
千
円
増
の
一
七
五
億
五

八
五
万
八
千
円
、
資
産
の
部
は
二
〇
八
億
八
四
二
一

万
円
、
負
債
の
部
は
二
八
億
八
七
六
〇
万
六
千
円
、

純
資
産
は
一
七
九
億
九
六
六
〇
万
四
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
六
六
〇
二
万
八
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
学
園
全
体
に
お
け
る
人
件

費
比
率
は
六
一・三
％
、
教
育

研
究
経
費
比
率
は
二
九・二
％
、

管
理
経
費
比
率
は
七・八
％
、

事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
は

一・三
％
と
な
り
ま
し
た
。

※
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
情

報
公
開
」（
ホ
ー
ム
↓
大
学

に
つ
い
て
↓
情
報
公
開
）の

「
財
務
情
報
」に
詳
し
く
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

（
法
人
総
務
部
財
務
課
）

（
一
）
学
校
法
人
会
計
に
つ
い
て

（
二
）
資
金
収
支
計
算
書

（
三
）
活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書

（
四
）
事
業
活
動
収
支
計
算
書

（
五
）
貸
借
対
照
表

（
六
）
主
要
財
務
指
標

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園

二
〇
二
四
年
度（
令
和
六
）決
算
報
告

科　　　　目
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 売 却 収 入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定

小　　　　計
前年度繰越支払資金

 収入の部合計

予　算　額
３，６４６，９１９
６５，４７８
９，９９８

１，１０７，３４９
０

４１，１３２
１４，６７４
１０２，８８９

０
１，５５５，７１０
１，６１０，４３５

△　１，６１７，１６８
６，５３７，４１６
３，２６８，７５３
９，８０６，１６９

決　算　額
３，６３７，０９１
６７，５３５
１２，０８６

１，１３１，５７５
０

４１，５３１
１５，２２７
１７９，１６６

０
１，５４０，８７５
１，７４７，９０１

△　１，７４４，０１６
６，６２８，９７１
３，２６８，７５３
９，８９７，７２４

差　　異
９，８２８

△　　　２，０５７
△　　　２，０８８
△　　　２４，２２６

０
△　　　　３９９
△　　　　５５３
△　　　７６，２７７

０
１４，８３５

△　　１３７，４６６
１２６，８４８

△　　　９１，５５５

△　　　９１，５５５

科　　　　目
人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

【予　備　費】

資 金 支 出 調 整 勘 定
小　　　　計

翌年度繰越支払資金
支出の部合計

予　算　額
３，０９９，９６８
１，０２９，４３７
３３２，７１５

７７８
１１，１１０
１３３，１７２
８３，７９９
５６４，０００
１，５５３，１７４

（０）
３０，８２３

△　　　９２，６４０
６，７４６，３３６
３，０５９，８３３
９，８０６，１６９

決　算　額
３，１１５，２１６
９８８，３７１
３０８，８１６

７７８
１１，１１０
１０５，５２４
７３，１３２
６９７，９７３
１，５０９，４２０

△　　　９０，７０８
６，７１９，６３２
３，１７８，０９３
９，８９７，７２４

差　　異
△　　１５，２４８

４１，０６６
２３，８９９

０
０

２７，６４８
１０，６６７

△　　１３３，９７３
４３，７５４

３０，８２３

△　　　１，９３２
２６，７０４

△　１１８，２６０
△　　９１，５５５

資　産　の　部
科　　　　目

固　定　資　産
　有形固定資産
　特 定 資 産
　その他の固定資産
流　動　資　産

本年度末
１７，５０５，８５８
１０，２２４，０９０
７，２７６，５８４

５，１８４
３，３７８，３５２

前年度末
１７，３７４，０４９
１０，６３５，２５３
６，７３３，６１２

５，１８４
３，４８４，３６７

増　　減
１３１，８０９

△　　４１１，１６３
５４２，９７３

０
△　　１０６，０１４

資産の部合計 ２０，８８４，２１０ ２０，８５８，４１５ ２５，７９５
負　債　の　部

科　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
固　定　負　債 １，１０５，２７８ １，１３４，１４６ △　　　２８，８６８
流　動　負　債 １，７８２，３２８ １，７９３，６９３ △　　　１１，３６５
負債の部合計 ２，８８７，６０６ ２，９２７，８３９ △　　　４０，２３３
純 資 産 の 部

科　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
基　　本　　金 ２３，７０４，９３４ ２３，５４２，７２５ １６２，２０８
繰越収支差額 △　５，７０８，３３０ △　５，６１２，１４９ △　　　９６，１８０
純資産の部合計 １７，９９６，６０４ １７，９３０，５７６ ６６，０２８
負債及び純資産の部合計 ２０，８８４，２１０ ２０，８５８，４１５ ２５，７９５

（収入の部）

資金収支計算書
２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日まで

（単位：千円）

（支出の部） （単位：千円）

※合計・差異は、各項目を四捨五入して表記しているため一致しないこともあります。

※合計・差異は、各項目を四捨五入して表記しているため一致しないこともあります。

※合計・差異は、各項目を四捨五入して表記しているため一致しないこともあります。

（単位：千円）

活動区分資金収支計算書
２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日まで

科　　　　目

差　　　引
調整勘定等
教育活動資金収支差額

小計（教育活動資金収支差額＋　　　　　　
　　　　　　施設整備等活動資金収支差額）

支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額）
前年度繰越支払資金
翌年度繰越支払資金

科　　　　目

科　　　　目

差　　　引
調整勘定等
施設整備等活動資金収支差額

金　　額
５，０６０，５４１
４，４１２，４０４
６４８，１３８
１７，９７３
６６６，１１１
金　　額
５３，１００
７８７，３１３

△　７３４，２１４
△ 　　２０，０６５
△　７５４，２７９

△ 　　８８，１６８

金　　額
１，５０３，４２４
１，５０５，９１６
△　　　２，４９３

０
△　　　２，４９３
△ 　　９０，６６１
３，２６８，７５３
３，１７８，０９３

差　　　引
調整勘定等
その他の活動資金収支差額

収入
支出

その他の活動資金収入計
その他の活動資金支出計

教
育
活
動
に
よ
る

資
金
収
支
　
　
　

施
設
整
備
等
活
動

に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
に

よ
る
資
金
収
支
　

収入
支出

施設整備等活動資金収入計
施設整備等活動資金支出計

収入
支出

教育活動資金収入計
教育活動資金支出計

※合計・差異は、各項目を四捨五入して表記しているため一致しないこともあります。

（参　考）
事業活動収入計
事業活動支出計

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
　
別
　
収
　
支

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　　目
学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
経常費等補助金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
教育活動収入計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
教育活動支出計

科　　　　目
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計

科　　　　目
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計

科　　　　目
資 産 売 却 差 額
その他の特別収入
特 別 収 入 計

科　　　　目
資 産 処 分 差 額
その他の特別支出
特 別 支 出 計

教 育 活 動 収 支 差 額

教育活動外収支差額
経 常 収 支 差 額

特 別 収 支 差 額
【予　備　費】

基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

予　算　額 決　算　額 差　　異

予　算　額 決　算　額 差　　異

予　算　額 決　算　額 差　　異

予　算　額 決　算　額 差　　異

予　算　額 決　算　額 差　　異

予　算　額 決　算　額 差　　異

科　　　　目

（単位：千円）

事業活動収支計算書
２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日まで

△　１０２，０４８
４８，５２５

９，８２８
△　　２，０５７
△　　２，１００
△　　２７，７６２
△　　　３９９
△　　７６，５９１
△　　９９，０８０

△　　１５，３４７
４２，４３６
２３，８９９

△　　５，３４０
４５，６４９

△　１４４，７２９

△　　　５５３
０

△　　　５５３

０
０
０

△　　　５５３
△　１４５，２８２

０
△　　２，４１６
△　　２，４１６

△　　２７，９４７
０

△　　２７，９４７
２５，５３２
３０，８２３

△　１５０，５７３
△　１８１，２０６
△　３３１，７７９

０
０

△　３３１，７７８

５，０９０，４８７
５，０２４，４５９

３，６３７，０９１
６７，５３５
１２，０９８

１，１２３，１３３
４１，５３１
１７９，４８０
５，０６０，８６７

３，１０９，３４４
１，４８４，３９４
３９６，６５７
５，３４０

４，９９５，７３４
６５，１３３

１５，２２７
０

１５，２２７

７７８
０

７７８
１４，４４９
７９，５８２

０
１４，３９４
１４，３９４

２７，９４７
０

２７，９４７
△　　１３，５５４

６６，０２８
△　１６２，２０８
△　　９６，１８０
△５，６１２，１４９

０
△５，７０８，３３０

４，９８８，４３９
５，０７２，９８４

３，６４６，９１９
６５，４７８
９，９９８

１，０９５，３７１
４１，１３２
１０２，８８９
４，９６１，７８７

３，０９３，９９７
１，５２６，８３０
４２０，５５６

０
５，０４１，３８３
△　　７９，５９６

１４，６７４
０

１４，６７４

７７８
０

７７８
１３，８９６

△　　６５，７００

０
１１，９７８
１１，９７８

０
０
０

１１，９７８
３０，８２３

△　　８４，５４５
△　３４３，４１４
△　４２７，９５９
△５，６１２，１４９

０
△６，０４０，１０８

貸借対照表
２０２５年３月３１日

（単位：千円）
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二
〇
二
四
年
度
、
皆
様
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
寄
附
は
、
三
三
四
件
、
一
、〇
七
〇
万
六
、五
二

三
円
と
な
り
ま
し
た
。
寄
附
件
数
・
金
額
と
も
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
、
年
間
目
標
の
一
、〇
〇
〇
万

円
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支

援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
教
育
振
興
資
金
」
を
は
じ
め
と
す
る
ご
寄
附
に
よ

り
、
昨
年
度
も
様
々
な
寄
附
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
大
学
に
お
い
て
は
「
Ｉ
Ｃ
未
来
サ
ポ
ー
ト
基

金
」
に
よ
り
、
十
一
号
館
一
階
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ

ウ
ン
ジ
の
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
等
の
追
加
設
置
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
生
が
チ
ャ
ペ
ル
で
利
用
す
る

「
キ
ア
ラ
館
」
で
は
、「
キ
ア
ラ
館
基
金
」
を
活
用
し
、

キ
ア
ラ
館
入
口
付
近
に
花
台
を
設
置
し
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
Ｉ
Ｃ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
奨
学
基
金
」

を
活
用
し
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
一
七
名
に
対
し
総

額
二
六
二
万
円
の
奨
学
金
を
支
給
し
ま
し
た
。
一
方
、

交
換
留
学
等
に
参
加
す
る
本
学
学
生
一
七
名
に
総
額

一
二
〇
万
円
の
奨
学
金
を
給
付
し
、
国
際
交
流
を
実

践
す
る
学
生
を
支
援
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
円
安
、

物
価
高
騰
に
よ
り
留
学
生
に
と
っ
て
は
厳
し
い
経
済

状
況
で
し
た
が
、
こ
の
給
付
型
奨
学
金
の
お
か
げ
で

充
実
し
た
留
学
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
な
お
、
こ
の
Ｉ

Ｃ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
奨
学
基
金
は
、
本
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
、
貴
金
属
、
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
、
寄
附
を
す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
募
金
」
の
制
度
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
寄
附
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
が
充
実
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
り
、

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
寄
附

事
業
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄附サイト

E-mail：nyushi@icc.ac.jp　本学公式サイト　https://www.icc.ac.jp/
入試広報部　電話0120－56－1890

コール イ バ キ リ

お問合せ先

■ 大学院
文学研究科
　英語コミュニケーション専攻
生活科学研究科
　食物健康科学専攻
　心理学専攻
看護学研究科
　看護学専攻

■ 文　学　部
現代英語学科
児童教育学科
　児童教育コース
　幼児保育コース
文化交流学科
〈　　　　　〉
■ 看護学部
看護学科 ■ 未来教養学環

■ 経営学部
経営学科

■ 生活科学部
心理福祉学科
食物健康科学科

「ともに、いきる。」を実現する大学
茨城キリスト教大学　2026年度入試日程

※総合型選抜入試1期・2期、一般選抜入試１期、共通テスト利用入試１期、一般編入・転入・学士入試（１０
月期）、外国人留学生入試学費延納期限：3/25（水）

※一般編入・転入・学士入試、外国人留学生入試および大学院入試に出願希望の方は、出願期間前の事前
相談が必要です。

試　験　区　分 出願期間 試 験 日 合格発表

1/17・
1/18　

総合型選抜入試１期（文・生・看・経） 10/11
9/1～9/25 11/4

総合型選抜入試１期（未来教養学環） 10/18

総合型選抜入試２期 11/25～12/5 12/13 12/17

一般編入・転入・学士入試（１０月期） 10/1～10/10 10/18 10/24

学校推薦型選抜入試
（指定校推薦・一般推薦・地域特定推薦） 11/1～11/7 11/15 12/1

一般選抜入試１期 1/7～1/21 2/3 2/12

一般選抜入試２期 2/4～2/19 3/3 3/7

共通テスト利用入試１期 1/7～1/23 2/13

共通テスト利用入試２期 2/20～3/5 3/13

社会人・帰国子女・外国人留学生入試 10/1～10/10 10/18 10/24

一般編入・転入・学士入試（３月期） 2/16～2/27 3/7 3/13

大学院入試Ⅰ期 10/1～10/10 10/18 10/25

大学院入試Ⅱ期 2/16～2/27 3/7 3/13

　
入
試
広
報
活
動
を
し
て
い
る
と
、
高
校
の
先
生
方

や
高
校
生
、
そ
し
て
保
護
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
素
朴

に
「
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
）に
通
う

と
ど
ん
な
人
に
な
れ
る
の
か
？
」「〝
Ｉ
Ｃ
ら
し
さ
〞

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
質

問
を
お
受
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
際
、

私
た
ち
入
試
広
報
部
で
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
〝
Ｉ
Ｃ
ら
し
さ
〞
を
最
も
ダ

イ
レ
ク
ト
に
、
そ
し
て
活
き
活
き
と
伝
え
て
く
れ
る

「
Ｉ
Ｃ
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
名
簿
登
録
者
数
：
二
〇
二
五
年

六
月
時
点
で
お
よ
そ
五
〇
〇
名
）が
居
る
か
ら
で
す
。

　
二
〇
〇
一
年
よ
り
導
入
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
は
、
当
初
入
試
広
報
機
会
の
受
付
や
誘
導
と
い

っ
た
限
定
的
な
サ
ポ
ー
ト
か
ら
、
現
在
は
高
校
生
や

保
護
者
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
担
い
、
展
開

す
る
と
い
っ
た
入
試
広
報
活
動
全
般
の
発
展
的
な
サ

ポ
ー
ト
へ
と
移

行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
入

試
広
報
イ
ベ
ン

ト
当
日
に
は
、

Ｉ
Ｃ
カ
ラ
ー
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
活
躍
し
て
く

れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ

サ
ポ
ー
タ
ー
た

ち
が
、
そ
の
準

備
期
間
の
段
階

か
ら
忙
し
い
学

業
と
バ
イ
ト
等

の
合
間
を
縫
い

な
が
ら
、
ス
タ

ッ
フ
と
と
も
に

そ
の
運
営
を
助

け
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し

た
裏
方
で
見
え

に
く
い
業
務
か

ら
、
入
試
広
報
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
慌
た
だ
し
い
中
で

も
爽
や
か
に
そ
の
運
営
を
助
け
て
く
れ
る
Ｉ
Ｃ
サ
ポ

ー
タ
ー
の
姿
は
、
Ｉ
Ｃ
が
養
成
し
た
い
学
生
像
、
地

域
人
材
そ
の
も
の
を
体
現
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

毎
回
、
入
試
広
報
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
た
後
に
行
う
親

子
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の
Ｉ
Ｃ
サ
ポ
ー
タ
ー

の
細
や
か
な
気
遣
い
や
真
摯
で
誠
実
な
対
応
へ
の
感

動
と
感
謝
が
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
の
高
校
生
た
ち
に
と
っ
て
「
こ
う
在
り
た
い
」

と
思
っ
て
憧
れ
る
こ
の
Ｉ
Ｃ
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
の
雰
囲

気
や
一
つ
一
つ
の
所
作
な
ど
、
こ
れ
ら
全
体
が
〝
Ｉ

Ｃ
ら
し
さ
〞
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
サ
ポ

ー
タ
ー
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
り
、
何
か
を
創

り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
と
も
に
す
る
な
か
で
、

た
ぶ
ん
一
〇
年
、
二
〇
年
前
の
Ｉ
Ｃ
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち

も
き
っ
と
同
じ
〝
Ｉ
Ｃ
ら
し
さ
〞
を
持
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
や
、
彼
ら
が
共
通
し
て
持
つ
こ
の
〝
Ｉ
Ｃ

ら
し
さ
〞
を
令
和
の
現
代
に
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
お
忙
し
い
な
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
に
入
試
広
報
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

彼
ら
と
の
交
流
を
通
じ
て
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
を

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
再
発
見
し
て
い
た

だ
け
た
体
験
を
彼
ら
や
私
た
ち
と
共
有
し
て
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
在
学
生
の
活
躍
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

発
信
中
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
試
広
報
部
長

　岩
　﨑
　眞
　和

Ｉ
Ｃ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
躍

Instagram QR

LINE QR

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
　

　
　

寄
附
事
業
委
員
会

二
〇
二
四
年
度

　学
園
寄
附
事
業
報
告


